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LK - An+を喜uij (a+iaj'a+j ai)
+与∑vij niPjij 一､ (1)
は,粒子の演算子に次の様な交換関係 を課すことによって, Paulioperator で書 き改
められることがわかっている｡
〔ai,中 -0,〔aiaJ〕- 〔a†草 -o foriキj
〔ai,aT〕+ - 1,〔aiai〕+-〔aTaT〕ユニoI
そこで得 られるPaul卜演算子のHamiltonianは
LK- γN -γ′M + -Uspin
LuSPin-i享Juij(S芋SU SlySY)' vijSfsjZ

















格子モデルを用いようとする理由は,一つには, hard-core の取 り扱いの難しさと,
もうひとつには,液体- リウムの粒子配置が,ある程度の結晶的配置をしているという実




様なWannier表示 を用いればよいか,その時, selトconsistency をどう取 り込むか
ということが最大の問題になる｡
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